	2012年9月　　　　　　関西総合調査業協会会報　　　　　　　　　032号


関調協会報　　　　　　　　　　　　　　関西総合調査業協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪市北区西天満1-10-16

Tel06-6313-4567　fax06-6313-4566


第９１回理事会の概要（平成24年2月15日）
第１号議案　広報について

ホームページのリニューアルについて、業者を選定し依頼したい旨が、事務局より示され、検討の結果、発注することを決定した。また、中身について夫々意見が出され、その意見を踏まえ業者にお願いする事を決定した。

第２号議案　組織変更について

次年度早々に一般社団法人に組織変更したいとの会長の発言を受け、検討した結果、来期の出来るだけ早い時期に総会を開くことを決定した。

第3号議案　教育研修会について

　教育研修会のカリキュラムを決定。

弁護士の先生には、特定商取引法、個人情報、戸籍・住民票問題について、少し踏み込んだ話しが出来ないか、お願いすることとする。

研修会費用は、会員は無料、非会員は１人2千円とする事を決定。

第９２回理事会の概要（平成24年3月28日）
第１号議案　教育研修会について

　今日の教育研修会の進行について打合せを行い、役目を分担した。

第２号議案　総会について

次年度総会を出来るだけ早い時期に開催したいとの申し出を受け、次会理事会で決定する事とした。

第９３回理事会の概要（平成24年4月10日）
第１号議案　平成２３年度決算について

　平成２３年度仮決算を各理事に配布し、詳細について説明を行った。

特に指摘事項はなく、理事会は平成２３年度仮決算を承認した。

第２号議案　平成２３年度事業報告案について

平成２３年度の事業報告書案を各理事に配布し、報告書についての意見を求めた。竜田理事より文言について一部指摘があり、その場で協議し、指摘に沿った趣旨の文言に訂正する事となった。

第３号議案　平成２４年度予算案について

事務局で計上した予算案を各理事に配布し、意見を求めた。

予算書について各理事は承認したが、会員増強の方策と具体的活動について積極的に進める必要がある事が確認された。

第４号議案　平成２４年度事業計画案について

事務局が作成した平成２４年度事業計画案を各理事に配布し、意見を求めた。

事業計画案については大筋承認されたが、一部文言と順番について意見が出され、協議した結果、次回理事会までに指摘に沿った案に修正し、再度協議する事となった。

第５号議案　総会について

会長より、従来は６月に総会を開催していたが、一般社団法人への組織変更の関係で出来るだけ早く総会を開催する必要がある旨の説明があり、協議の結果、５月１１日に関調協事務局で総会を開催することを決定した。
第９４回理事会の概要（平成24年5月11日）
第１号議案　第９回総会について

　本日の総会の式次第を各理事に配布し、確認を行った。また、進行についての事前打合せを行った。

第２号議案　組織変更について

　会長は、関西総合調査業協会を一般社団法人に組織変更するについての段取りを説明し、本日の総会で承認が得られるよう協力を要請した。

第３号議案　コンプライアンスと業界情勢について

マスコミで広く報道されている調査業関係者の情報入手について、コンプライアンス上の問題が問われている事について、意見交換を行った。

第４号議案　大阪興信探偵業協同組合について

会長は、大阪興信探偵業協同組合と当協会との関係を説明し、NTTと話し合いで、広告規制に関する問題が解決されれば、出来るだけ早い内に組合の解散を考えたほうがベターではないかのとの提案を行った。各理事は、NTTとの間で広告規制の問題が解決すれば、会長提案を受け入れる方向で検討するとの意見が大勢であった

第９５回理事会の概要（平成24年６月２２日）
第１号議案　新組織（一般社団法人）での運営について
　会長は、平成２４年６月１日に一般社団法人関西総合調査業協会の登記が完了し、同日より新組織にて協会運営がなされている事を報告し、会則、その他の諸規定を定める必要がある旨を説明し、会則及び各種規定についての協議に入った。協議の結果、従来の関西総合調査業協会の会則及び諸規定を踏襲して実施する事を決定した。

第２号議案　大阪興信探偵業協同組合について

　会長は、NTTより一般社団法人関西総合調査業協会の会員はNTTタウンページへの広告掲載は可能であるとの回答があった旨を報告した。従って、広告掲載の規制をクリアーにする為に設立された協同組合の存続意義が薄くなっており、解散を検討する段階にあるのでは、との提案がなされた。

第３号議案　ホームページのリニューアルと今後の運用について

　会長は、ホームページのリニューアルについて説明し、今後、共同見積もり等に関してはルールを決め、積極的に活用するようにとの要望をした。

第９６回理事会の概要（平成24年８月２２日）
第１号議案　大阪興信探偵業協同組合について

協同組合の解散に関する話し合いが行われた。結果、総会を開催し、解散の決議により、解散手続きを正式に行う事を決定。出来るだけ早い内に総会を開く事を決定した。

第２号議案　ホームページの管理について

関調協のホームページを充実させるため、調査事例とコラムを書いて欲しいとの要望があり、理事各人にその旨の要請をした。

共同見積もりなど、営業の活性化に関しては、３部の会員を中心に専門委員会を立ち上げ、そこで検討してもらう事を決定。当面の名称は業務活性化委員会とし委員長は当面、監事の横田正人氏にお願いすることを決定した。

第３号議案　会報発行について

関調協会報を９月中に発行する事を決定。各理事に原稿提出をお願いした。

第４号議案　その他理事提議事項

・FAXが使用できなくなったため、新たに購入する事を決定。

・探偵業の請負契約を社外で行った場合は、クーリングオフが適用になるケースがあるとの通知が、警察庁から全国調査業協同組合にあった旨の説明がなされた

事務局便り

　大阪府警生活安全総務課より以下の要請文があり、会員の皆様には既にお知らせしたところでありますが、再度お願いを申し仕上げます。
　

　法令遵守の徹底について（要請）

· 昨秋末以来、探偵業の届出をしたものが、

· 司法書士等と共謀の上、住民票の写しや戸籍謄本を不正の手段により交付をうけていた住民基本台帳法違反、戸籍法違反

· 携帯電話販売店の従業員をして、顧客情報を漏洩させていた不正競争防止法違反

· 貸金業者と共謀の上、指定信用情報機関に対し、貸金業務に関する顧客の返済能力調査以外の目的で信用情報の提供を依頼し、提供を受けた情報を返済能力調査以外の目的に使用していた貸金業法違反
等で検挙されるという事件が相次いでいます。

　これらの個人情報の取得については、探偵業の業務の適正化に関する法律（平成１８年法律第６０号。以下「法」という。）が規定する「探偵業務」として行われたものではないとはいえ、違法行為であることに変わりはなく、探偵業に対する社会的信用を損なうものです。

　特に、探偵業の届出をした者にあっては、法が個人の権利利益の保護を目的にしていることの趣旨に鑑み、その事業において探偵業務への関わりの深浅を問わず、各種の法令の遵守及び個人の権利利益の保護に遺漏なきよう、貴協会にあっては、加盟の各業者に対する指導を徹底していただきますようお願いします。
以上、警察からの要請が当協会にありましたが、その後もマスコミ報道によりますと、各種個人情報が違法な手段により入手され、それが探偵・興信業者に流れている様であります。
　探偵・興信業者は、依頼者の意向に沿うべく、あらゆる手段を用いて情報入手に努めるのは当然の事であり、その努力を怠ることは、自らの仕事を放棄するに等しく、許されるべきではありません。ただ、その努力は合法的手段によってであり、違法な手段を用いての入手が許されないのは当然の事であります。

　しかし、ウエブ上には、違法な手段を用いての情報入手を営業項目に掲げ、値段設定までしている業者も垣間見られます。また、依頼者は、探偵業者に頼めば、「何でも遣って貰える」くらいの感覚で、違法な方法によらなければ不可能な仕事も依頼して来ます。
　探偵業法で規制されている調査依頼をお断りするのは当然ですが、違法な手段でしか入手出来ない依頼も、やはりお断りしなければなりません。

　この事を我々調査業者は胆に命じ、今後は主務官庁より、この様な要請文を頂かなくて済むようにして行かなければなりません。
· 既にご承知のことですが、当協会は平成２４年６月１日より、一般社団法人として運営しております。
　　尚、各種規定は前、関西総合調査業協会の規定を踏襲しておりますので、宜しくお願いいたします。
営業秘密

　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会保険労務士　岡本　茂

新聞等のマスコミ報道をみても、営業秘密の漏洩に関する記事が目につくようになっています。社員が顧客名簿を持ち出した、設計図書をダウンロードして自宅に持ち帰ったなどです。背景としては、企業間の競争激化、情報の電子化とネットの普及、人材の流動化など指摘されていますが、営業秘密の漏洩リスクは今後ますます増えることが考えられます。

営業秘密の漏洩防止は、今日の企業において重要なテーマになっています。今回は、営業秘密の漏洩防止のために企業が何をなすべきかを考えます。

企業としてまず押さえるべきは不正競争防止法です。営業秘密の持ち出し等は、不正競争防止法によって違法とされています。具体的には、民事上の措置としては損害賠償の請求、差止め請求が可能であり、また刑事罰も用意されています。しかし、企業がこの法律の保護を受けるためには、その営業秘密が同法上の営業秘密に該当する必要があります。　　　　

したがって、まずは、当社の営業秘密について不正競争防止法の保護が受けられるように、営業秘密を秘密として厳格に管理することが必要になります。

このことについて、東京地裁の裁判例には、会員型の健康器具販売会社の従業員が会員名簿を持ち出して退職し、ライバル会社を設立して競合行為を行った事案で、会社は不正競争防止法に基づいてライバル会社の営業差止めや損害賠償を求めましたが、裁判所は営業秘密の秘密管理性を否定して請求を認めませんでした。

裁判所は「会社情報のデータはパソコンに保存されていたが、パスワードは付箋に書いてパソコンに貼ってあった」「全従業員がパスワードを知っていた」「出力した紙情報は棚や段ボールに入れて無造作に置いてあった」ということを理由として秘密管理性を否定しています。

パスワードを設定したり、マル秘マークを押したりすれば良いといった単純なものではありません。パスワード自体の管理や日頃の資料の整理状態まで含めて「秘密管理性」の有無が判断されます。

経済産業省が平成22年4月9日に改訂した営業秘密管理指針に添付の「営業秘密管理テェックシート」が参考になります。

そこで、不正競争防止法に頼らない対策も同時に補充しておくことになります。具体的には、従業員の誓約書等を完備することが必要になってきます。

誓約書を書かせる場合、なんでもかんでも幅広く盛り込もうとするケースが多いのですが、これは逆効果です。秘密保持誓約書というのは、ある意味において従業員の職業選択の自由を制約することになるので、無制限に従業員を拘束するような誓約書は無効となりやすいのです。

誓約書に記載する営業秘密をきちんと特定しようと思えば、従業員の従事している業務の中で、個別具体的に秘密保持の対象となる営業秘密を特定していくのが理想的です。フォーマットを用意し、全従業員に同じような誓約書を記載させるような汎用性の高い秘密保持誓約書は、当然ながら秘密の特定が甘く、法的にはあまり役に立ちません。従業員の職務は時間の経過とともに変化しますので、入社時だけでなく、昇進時、退職時等、節目節目でしかもオーダーメイドで作成されることをお奨めします。

秘密保持誓約書は抑止力にはなっても、実際に営業秘密が漏洩した事案においては限定的な効果しか持たないことがあります。そこで、従業員がライバル会社に転職すること自体を規制するため、競業禁止の誓約書を書かせる場合もあります。ただ、競業禁止については、秘密保持誓約書以上に職業選択の自由を制約する度合いが強いので、無制限に従業員を拘束するような誓約書は、秘密保持誓約書の場合以上に無効になりやすいのです。

奈良地裁の裁判例では、退職後2年間は競業行為を行わないという誓約書の効力が争われた事案ですが、裁判所は「従業員は雇用中様々な経験により多くの知識・技能を修得するが、これが一般的知識・技能に過ぎない場合は、これは従業員の財産であって、これを退職後活用するのは許されること」「これを禁ずるのは単純な競争の制限にほかならず、従業員の職業選択の自由を不当に制限するものとして無効」という原則を示しています。

そのうえで「使用者の営業秘密を守るために、当該秘密を知りうる立場にある者、たとえば技術の中枢部にある者に秘密保持義務を負わせ、それを担保するために、一定期間競業を禁止することは適法」として例外的に有効とする余地のあることを認め、「競業を禁じる特約が有効か否かは、制限の期間、場所的範囲、制限の対象となる職種の範囲、代償の有無等について、債権者の利益（企業秘密の保護）、債務者の不利益（転職・再就職の不自由）及び社会的利益の3つの視点にたって検討すべき」と述べています。

この事案の場合は、

· 製造工程に技術的秘密があり、今回問題となった従業員は研究部に所属していてその秘密を知りうる立場にあったこと

· 制限期間は2年間と短いし、制限の対象職種は金属鋳造用資材の製造販売とライバル関係にある企業として狭い範囲であること

· 在職中、秘密保持手当が支給されていたことという事情にかんがみて、競業禁止の誓約書が有効と判断されています。

競業禁止の誓約書を書かせれば無条件に競業を制限できるというような単純なものではありません。保護に値する営業秘密が存在すること、従業員が営業秘密を知っていてライバル会社に転職すれば営業秘密が漏洩する危険が高いこと、制限期間や職種を可能な限り限定すること、秘密保持に関する手当や退職金の上積み等競業を制限することへの対価を払っておくなどの代償措置が重要です。

欺師天国　　　　　　　　　　　　　　　会長　松谷　廣信
小生４３年の長きに亙ってこの商売（採用調査、人事調査）を営んでいるが、これくらい見事な履歴書詐称に出くわした事は珍しい。

○年○月開成高校卒業、同時に東京大学法学部入学、ストレートで同大学同学部卒業、　同年４月大蔵省入省、　同年９月ハーバード大学法科大学院入学（国費留学）３年後同大学院卒業、　帰国し大蔵省退省、　同時に三菱商事に就職、　４年後ヘッドハンティングにより帝国ホテルに転職、　３年後再度ヘッドハンティングにより東京ガスに転職、　思うところあり３年の勤務を経て独立、以後、外務省の支援業務（通訳）に従事し現在に至る。

しかも、申告の職務経歴書たるや物凄い実績で、会社貢献度抜群の内容であった。

　一見、世の中にはこんな凄い人も居るのだな・・・、そんな印象を持たせる履歴書であった。
しかも、依頼先は一部上場企業。聞けば、社長面接まで済ませ一応合格ラインにあるとのこと。従って、「申告履歴に大きな相違が無ければ、即戦力の管理職ポストでお迎えしたい意向」との事であった。
しかし、普通に経歴確認を試し見ても、今の日本では何一つ確認出来ない。

履歴確認と称して、正面から高校、大学にお尋ねしても、「個人情報の関係で、本人以外にはお応え出来ません」間違いなくそう言われ、確認は出来ない。

職歴の、大蔵省、三菱商事、帝国ホテル、東京ガス共に同様で、「本人以外には個人の事は何も言えません・・・」とのたまうに違いない。
　ところが「蛇の道はヘビ」。弊社の調査員にかかれば、にわか仕立ての詐欺師など、２・３日もあれば真っ裸にされてしまう。
　結果は、お見事としか云い様のない、全くデタラメの履歴書である事が判明した。それもそのはず、被調査人は、大阪の親元を一度も離れたことがなく、地元の小、中、高校に学び、関西の大学を受験したが失敗、一浪後に再チャレンジするも、やはり思いは果たせず、大学進学を諦めた御仁であった。しかも、高校時代は登校拒否でまともに学校に行っていなかったと云う。従って、以後はフリーターで仕事を転々とし、４０歳余になる今まで結婚もせず、親の脛を齧っている甘ちゃんである事が判明したものである。

　ところが、批判精神旺盛な今風の物知り顔の御仁に言わせると、「面接でそれくらいは判るでしょう・・」。「面接官の顔が見たい・・社長面接まで行ったって、それ一寸おかしくない？」などとせせら笑うのでしょうが、それがそうでも無い。
　今の情報社会、何でもインターネットを叩けば大体の事は判る。職務経歴書の書き方から面接のノウハウまで、事細かく説明されており、しかも色んな人のコメントが懇切丁寧に載っている。
４０歳にもなる御仁が暇をもてあましていれば、就職面接の対応くらい、その気になれば何とでもなる。

しかも、個人情報、プライバシー、人権など個人を保護する法律と社会風土に包まれ、本人申告を確認する術を行政が国民から取り上げているのだから、詐欺行為をはたらこうとする人に取ってこれくらい恵まれた時代は無い。
　個人情報保護法が施行され、その解釈で、マスコミを賑わした時、また、戸籍法や住民基本台帳法の一部改正が議案提出された時、関調協の役員は声を大にし、詐欺師天国日本の到来を危惧し、衆議院議員会館から参議院議員会館を必死の思いで廻ったものである。ところが、耳を傾けてくれる諸先生は殆ど居なかった。それもそのはず、人権、プライバシー、個人情報保護政策に反対し、一票に繋がる訳が無いもの・・・。

国のありかた、社会のありかた、社会秩序の維持などの小難しい話しより、個人の保護を口にした方が確実に一票に繋がる。従って、最近注目される法律と云えば、個人保護、消費者保護、弱者保護に関するものが圧倒的に多い。結果、ひ弱で独善的で自己中心的な人種が社会を席巻し、上記のような詐欺師的人物が大手を振って生きて行けることになる。と言うよりも、今の日本、政府そのものが詐欺的行為を、大手を振って遣っている。　選挙時に掲げたマニフェストなど、それはあの時そう考えたけれど、政権を担当してみるとそうも行かないので止め。詐欺は、詐欺を意図して人を騙し陥れる行為であり、我が党は、最初から騙そうとして騙したのではない。結果的に騙しに近い状況になっているだけで、決して詐欺ではないとのたまうのであろうが・・。

国政を預かる者がこれじゃー、社会もこの程度でいいのかな、

キャリアクラスの採用でもこうしたケースが最近かなり増えてきている。弊社が関わったここ２・３カ月の内でも、合弁会社の社長候補を紹介会社を通し採用しようとしたが、一寸ひかかりがあり調べたところ、履歴は大きく詐称され、過去に背任行為で懲戒免職になった人である事が判明。また、キャリア採用で新事業部を任せ、本部長の職責につけたが、どうも胡散臭い。そこで、調べてみると、入社時の履歴書がデタラメ。本部長の職にありながら、同業の別会社を立ち上げ、給料を貰いながら裏では自分の会社の仕事をしている、等というのがあった。事実は小説より奇なりである。

これでも採用時の調査はいけないのであろうか？。未だに厚生労働省は「差別につながるおそれがあるから採用時の調査はしてはいけない」と時代錯誤の行政指導を続けているが、真の行政官ならば、時代の変化と現状を確りと見据え、社会の為になる公平な行政指導をお願いしたいものである。

詐欺師の話し　　　　　　　　　　　　　　　　東田　俊康
今年の暑い夏もようやく終焉を迎えそうで、例年になく、急激な雷雨に見舞われるという日が多く、雷による死亡者まで出てしまいました。
調査業界も、今年の天候のような、いつ雷雨が襲ってくるかも分からないような、雲行きを感じ、これからの調査業を真剣に熟慮し、足並みを揃えて、取り組んで行かなければならない時期が来たと痛切に感じています。
そんな中で今回、所属する船場ＲＣで、卓話の当番が来ました。そこで、急激に老化の進む頭に鞭打ち、以下の卓話原稿をしたためた所に、関調協から会報の原稿依頼がありました。まさにグッドタイミング、これぞ一石二鳥、卓話原稿を会報原稿に転記し、楽々一丁上がりとさせて頂くことに致しました。いくら老化が進んだとは云いながら、トンちゃんのトンチ頭は未だ健在なのだ・・・。

世の中には、多種多様な詐欺が行われ、沢山の人が、詐欺に会っていることから、「詐欺」について、話す事にしました。

私は、探偵業という、少し特殊な職業に、ヒョンなことから従事するようになって、早いもので、４１年目を迎えることとなりました。若い頃、タクシー運転手をしていた時に、偶然に、乗って来られた、３０歳前後の、長身で赤ら顔の男性から、声を掛けられ、「運転手さん、タクシー辞めて　自家用の運転手になる気はないか？」と聞かれました。「まだタクシーに乗って２か月ほどですが、胃腸が弱く、長く続ける気持ちはありません。それもいいですね・・」と気軽に応えた。何となく親しみを覚えた。
休み明けに出社すると、事務所から伝言を預かっていると言われ、メモを見ると、電話番号が書かれてあり、必ず電話をくれるようにとの走り書きがしてあった。電話をしてみると女性が出て、すぐに繋いでくれた。電話に出たのは、先日の客だった。「おお、君か。待っていたぞ。至急会って話したいことがある。勤務が明けたら私の会社のほうへすぐに来てくれないか」、「は、はい。ところでそちらは何の会社なんですか？」、「云ってなかったかな。うちは探偵社だよ」。探偵社と聞いて途端に興味が湧いた。「わかりました。仕事が明けたらすぐにお伺いします」。
勤務明けのその足で、早速その会社を訪問した。６階建てのビルの一室にその探偵社はあった。先日の男性が満面に笑みを浮かべて、二人の男と共に迎え入れてくれた。そしてメモ用紙に、経歴を書き、面接が行われた。
「ほう　あなたは大学を出ておられるのですか？」。三人共に私が大学まで出ていながらタクシーの運転手をしていることに納得がいかない様子だった。
仕事の内容は、幹部がお得意先の会社を訪問する時の、運転手ということで、勤務時間は午前９時から午後６時までと聞かされた。給料もそこそこで、最初は運転手としての勤務の約束であった。これが、探偵への第一歩となった。
最初は、約束通り、幹部の営業先への運転手であったが、すぐに尾行調査の調査員としての仕事をさせられ、人事採用調査が忙しくなると、人事調査の調査員にも駆り出され、営業の仕事は勿論、商学科卒ということで、経理関係まで担当するという状況であり、お蔭で、調査業全般を経験することが出来るメリットを得た。

このことが幸いして、５年少々の経験で昭和４７年に独立することが出来た。
この会社への就職は、入社時の約束を反故にされた詐欺と云えない事もないが、調査業のすべてを体験し、独立の原動力となった。
入社して、しばらくすると、警察官上がりの、中年調査員池田氏から、ちょっと財布を忘れてきたとか、交通費が足りないのでとか、昼飯代が無いのでとか、いろいろの理由を付けての寸借詐欺を受けた。千円、千円も度重なればバカにならない。たまらず請求すると、逃げ廻る。また、他の社員にも同じ事をしていた様で、しまいには会社におれなくなって、いつの間にか姿を消してしまった。

小野三郎という調査の旨い先輩がいた。人が良く、後輩への面倒見が良いのだが、会社一番の前渡金（前借）生活者で、調査の腕はよいが、剣法三段で見事な肉体美を誇り、女癖が悪いというか手が早く、私の知っているうちでも、同ビルの日立関係の事務員と付き合い、その外、調査で取材に行った桜橋近くのアルサロの女性や、依頼者であった米屋のいかず後家とも交際しており、ある日尾行調査に出ようと駐車場に行くと、車が無い、困ってその周辺をさがしまわっていると、かの先輩が、行かず後家を乗せて帰って来た。また、金もないのに、ええ恰好をするところがあり、私を連れて、日航ホテルの「夜間飛行」に連れて行ってくれ、バーボンを注文し、両切りのピースをくゆらすという態度は格好が良いが、帰り間際の会計の段には、「君、少しお金もってるか？」と聞かれたのには参ってしまった。恰好よく、バー「夜間飛行」で飲んでいるのは良いのだが、帰りに私の部屋に来て靴を脱ぐと靴下には大きな穴があいていた。しかし、平然としており、外観の格好よさと反比例で、あまり細かい事には頓着しないユニークな先輩であった。

調査でも、おれおれ詐欺の元祖のような取材を平然とやってのけ、時には、官命詐称も？？？バレずにやり遂げた。特殊な調査は小野先輩の得意分野であり、いろいろな案件を一手に引き受けていた。ただ、調査が上手く遣りこなせている時は、良いのだが、仕事に行き詰ると出張から帰って来なくなり、一方的に、金送れコールが送られて来て、仕事の経過や報告は送られて来ず、最終的には運賃着払いで帰ってくる。それを迎えに行くのが、不思議に私の役目であった。大阪駅の駅長室に着くと、小野先輩は「おう、ご苦労さんと　片手を上げて鷹揚に迎えてくれるのは良いが、運賃の精算を終えて帰ろうとすると、「駅長さんに、ピースのタバコ代を借りたから払ってくれと言われるのが、いつものパターンで、駅長室の応接セットで、大きな態度で、両切りのピースを吸っていた姿が今でも思い浮かぶ。
ある時、大阪の証券会社からの依頼で、山陽新幹線の用地買収に掛かった人の神戸地区のリストアップの仕事を小野先輩が担当した。調査に行き詰ったのか、先輩の顔が一か月近く見えなくなった。依頼者からは、まだか　まだかの督促。遂にダメ元で私にその仕事が廻わって来た。先輩が出来ない仕事が私にできる訳がないと思いながら、仕方なく、用地買収の現地に行き、近隣の聞き込み調査をすると、幸運なことに地区の役員をしているが、用地買収から外れた人に行き当たり、協力を要請すると、「俺のところが外れて頭に来ている、」と日本酒二本でリスト提供を受け、調査は大成功に終わった。
小野先輩は、面白くなかったのか、その後、元気を失い、仕事に熱意を失くし、特殊調査が私に回ってくるようになった。建築資料を販売している、喫茶店のイラストと設計図のコピー版を突き止める調査も、私が遣ることになった。
小野先輩は、暫くすると退職。中小企業の経営相談をするような仕事に転職し、私が独立してからは、仕事を紹介して戴くようになった。
小野先輩は、その後日立関係の会社の事務員さんと結婚し、男の子が生まれ、幸せに暮らしておられたが、奥さんから電話が入り、泣きながら、両切りのピースが災いしたのか、肺癌になり、喋れなくなって、筆談での生活を余儀なくされ、黄泉の世界に旅立ってしまわれた。と聞かされた。私にとっては、忘れられない思い出の人となった。
私は、人がいいのか馬鹿なのか、よく詐欺に会った。
※　タバコ屋の前の排水溝で子供の詐欺師
※　喫茶店「セリーヌ」での、親子の食い逃げ詐欺
※　スナック「ラブ」宴会予約、飲み逃げ詐欺
※　製薬会社社長に付きまとう謎の女「ルイ」
※　商品先物取引追証事件
※　老舗信用金庫理事長　特別背任事件
※　経営コンサル　工作資金詐欺
※　高校時代の親友に２０年間騙され続けた
※　尾上縫詐欺事件と美樹ちゃん
※　くたばれ！！原野商法
※　その他諸々

を簡単に紹介し、最後に一番私にとって被害額の大きかった老舗信用金庫理事長背任事件について、警察内部の会報の記事を紹介し、少し時間オーバーになり、ＲＣの時間厳守を犯してしまったが、なんとか無事終了した。
私自身が色々な詐欺を体験し、これを皆様の前で、恥を忍んでお話させて頂くことで、詐欺に会われることが少しでも防げるならばと思って自分の体験談を語った。

詐欺的商法は昔から色々ありますが、紳士録商法、化け調、架空請求、別れさせ屋、詐欺被害解決屋など、いかにも詐欺に会った被害金を取り戻してくれるような宣伝をしている業者がいますが、被害の上塗りをするだけですので、法律の専門家である辯護士先生に相談されることをお勧めしたい。
時間の都合で、十分な話は出来なかったが、上記の詐欺・悪徳商法については、業界人として、決して許しておけないものと考えており、又、チャンスがあれば、出来るだけ多くの人に聞いて頂き、調査業の本来の姿を知って頂くと共に、社会的認知を計り、信頼される調査業を目指していきたいと思っております。
詐欺に騙される人は、義理や情けに弱いタイプと金銭欲や名誉欲など欲深い人のタイプに分けられますが、両方とも持ち合わせているのが私です。情けも程々、欲も程々、遊びも程々、仕事も程々を心得た生き方をしていきたいものと反省しております。
	


会員コーナ　　　　　　　　　　　　　　　

反　省　　　　　　　　　　　　　　　㈱ニッタン　　夏原　佳代
残暑お見舞い申し上げます。まだまだ厳しい暑さが続いております。
この夏の反省文です。
暑くて寝苦しい深夜早朝にロンドンでの１７日間の熱い戦いを観て、お決まりの寝不足、お盆休みには折角の休みだからと暴飲暴食…

親族友人が集まれば吞み会、出かければその土地の名産をいただかなくっちゃ！と…夏痩せどころか、夏肥りをしてしまいました。そして、かなり頑丈なはずの私の内臓も若干悲鳴をあげています（口内炎発生中）
私は、育ちが悪いのか好き嫌いがなく、何でも美味しくいただける方で、食べること飲むことが大好きなので、当然外食の機会も多く、普段から週一で会議（？）をしている異業種女子の他、会社関係のメンバーや、お客様関係の方々からお仕事には全く関係のない紳士淑女の皆さんとも、口実がある限り（つまり毎日？）美味しいお酒やお食事を求めて徘徊しています。

外食だけでなく自分で作るのも嫌いではないので、誰からもお誘いがない日や仕事で遅くなった日には、自宅でワインや焼酎を飲みながら、ちょこっとアテを作り、さらに呑む…というのが結構楽しくて…もちろん、それほど凝ったものを作るわけではないのですが、一応主婦なので、簡単レシピのレパートリーはあります。

日頃は遅くまで会社にいることが多く、自宅での晩御飯は日付が変わる頃になっちゃいます。遅くなってもこれが唯一のストレス解消と自分に言い訳して、ついつい翌日のことも考えず、だらだらとニュース番組や録画番組を見ながら、自宅でも、独り吞み会（たまに２人）がやめられません…。呑むと満腹中枢がマヒするのか、もう少しだけとケジメなく飲んでしまいます。

その結果、運動不足と相俟って、成長（？）が止まりません。

幸いなことにこれまでは、ほんの少し抑えるだけで比較的元に戻っていたのに、ここに来て代謝の悪さをひしひしと感じます。また、あまり眠らなくても吐くほど飲んでも、翌日は問題なく仕事が出来ていたはずなのに、最近は、作業効率の悪い日（二日酔い）が増えたり、記憶が飛んだりしているように思います。
これはマジに反省し、自制するなり、何か運動をしなければいけないと思っています。「呑んだら、食べたら、その分消費！」を秋の目標にしたいと思います。

こんなダイエット宣言でスミマセン。
私は業界の知り合いが少ないのですが、お話する機会があればやはり「どんなきっかけで探偵になったのですか？」と聞いてしまいます。
「昔からやりたかった」とか「やってみたら楽しくて仕方なかった」と答えてくださった人が多かったです。確かに好きでないと出来ないし、好きだけでも出来ない仕事だと思い、自分にも当てはまるのかな？と考えることがあります。
最近よくお客さまから「この仕事長いんですか？何年位されているのですか？」と聞かれ「２０数年になります」と答えると、ちょっと引いた感じで「えぇっ…？」とか「へぇ～？そんなに～」といわれてしまうようになりました。そこで、仕方なく「名探偵コナンと同じ小学校１年生からやっています…」と答えています。相手からは「？あぁ…」と寒い風を感じますが、そこはへこたれずにスルーしております。但し、そろそろ１０年底上げして「高校生探偵、工藤新一と同じ」に変えようかと思っています。

歳を取ったな、いつの間にか業歴も長くなったなと感じる昨今ですが、年齢や経験に恥じないように、もっと研鑽を積んで、さらに弛んだ生活を改善して肥りすぎを反省し、皆さんに負けないよう日々精進して頑張っていきたいと思います。
今後ともご指導ご鞭撻のほど、何卒よろしくお願いいたします。

倫理綱領


一、会員は、調査業の社会的使命を自覚し、誠実な職務遂行によって社会に貢献すること。





二、会員は、全ての業務において法を順守し、社会常識を逸脱するような行為をしないこと。





三、会員は、契約を信義に基づく誓約とみなし、矜持をもって調査に当たること。





四、会員は、人格を磨き、能力を高め、顧客満足の実を挙げるよう努めること。





五、会員は、人びとの名誉、権利を尊重し、部落差別調査の廃絶に努めること。





六、会員は、業務上知り得た情報並びに機密の秘匿、保持に努めること。





七、会員は、相互に協調し、連帯感有る活動を通じて業界の発展に努めること。
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